
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（3学年用） 　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（1・2・3・4組：       ）（5・6・7・8組：       ）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付け総合的に考察させ、我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせることによって、歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養うために探究的な視点から取り組む。

地理歴史科 日本史探究
地理歴史科 日本史探究 3

定期考査

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国
民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化
を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界
の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているととも
に、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特
色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつな
がりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想し
たり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもと
に議論したりする力を養う。

山川出版社　日本史探究 詳説日本史

地理歴史科

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

日本史探究

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

第11章　近世から近代へ
【知識及び技能】
　幕末の動乱における天皇を中心とする統一国家構想の芽生
えから幕府の滅亡、旧幕勢力の一掃に至るまでの経過を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　国際社会に組み込まれるという国際環境の変化に着目し
て、日本の開国を社会・経済面での変化と関わらせて考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　江戸幕府の威信低下と雄藩の台頭について、政治情勢の変
化と列強の動向を関連させて理解しようとする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　政治・経済の変化と思想への影響などに着目して、諸資料から適切に情報を
読み取り、幕藩体制の崩壊と新政権の成立について理解している。
【思考・判断・表現】
　日本が直面していた国内外における諸課題を踏まえ、政治や経済などの諸側
面の変化などを多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　幕末の政治動乱の過程を多角的に考察することを通じて、近代の学習へのつ
ながりを主体的に見出そうとしている。

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

1

20

○ ○

○ 20

合計

105

定期考査
○ ○ ○

第15章　恐慌と第二次世界大戦
【知識及び技能】
　日本の対外政策の推移について、世界情勢や軍部の政治的
進出に着目して、政党内閣の崩壊や国際的孤立の過程につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　日中戦争の勃発から太平洋戦争の突入に至る過程につい
て、国民生活の変化や諸統制に着目して全体主義的な国家体
制の進展を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　恐慌から脱出し、国家主義が高揚する中で、五・一五事件
から二・二六事件にかけて、軍部の影響力が増大していく過

程を考察しようとする。

第14章　近代の産業と生活
【知識及び技能】
　日清・日露戦争前後にかけて資本主義国家の基礎が確立さ
れた過程を、産業革命や近代産業の発展に着目して理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　近代産業の発展にともなう社会問題(労働問題・公害問題)
の発生と政府の対応について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　伝統的な文化のうえに欧米文化を摂取するなど二元性を
もって成立した近代文化の特色について、政治・経済・外交
などの視点をもって考察しようとする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　国家主義的な思想の形成、実証的な学問研究、欧米の科学技術の導入、教育
の普及・拡充について、諸資料から情報を読み取る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
　地域社会の変化などを踏まえて産業全般の変化がもたらされたことや、労働
問題や公害問題の発生について多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　明治期の文化に関わる政府と国民の動向を考察することを通じて、明治文化
の特色を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 20

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　戦争の推移と国民生活への影響などに着目して、戦争の長期化と欧米諸国と
の外交関係に関わる諸資料から情報を読み取り、戦時体制の強化と第二次世界
大戦の展開について理解している。
【思考・判断・表現】
　戦争がアメリカやイギリスなどとの戦争に拡大した理由や、日本における全
体主義的な国家体制の進展について多面的・多角的に考察し、根拠を示して表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日中戦争から太平洋戦争に至る過程や日本政府の対応を考察することを通じ
て、第二次世界大戦期の国際関係について主体的に課題を追究しようとしてい
る。

○ ○ ○

21

1

○ 1

第13章　近代国家の展開
【知識及び技能】
　第一次世界大戦前後の政治の動向および対外政策の推移に
ついて、政党政治の発展や日本の中国進出の状況を踏まえて
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　第一次世界大戦が日本の社会経済や政治に及ぼした影響に
ついて、欧米・アジア経済との関係や政党内閣の成立などと
関連させて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦後の日本の国
際的地位の変化と植民地支配の推進について、諸外国の動向
と関連づけて考察しようとする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　第一次世界大戦が日本に及ぼした影響に着目して、大戦後の国際的な協調体
制における日本の立場や対外政策の変化について諸資料から適切に情報を読み
取り、理解している。
【思考・判断・表現】
　大戦中の日本の動向を踏まえ、中国や朝鮮をはじめとするアジア近隣諸国民
が日本の対外姿勢をどのように受け止めたのかを多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　対外戦争がもたらした国内的・国際的な変化を踏まえて学習を振り返るとと
もに、次の学習へのつながりを見出そうとしている。

○ ○

定期考査
○ ○

２
学
期

○

定期考査
○ ○ ○

第12章　近代国家の成立
【知識及び技能】
　欧米文化・思想の導入と近代化政策に対する士族反乱・農
民一揆の発生と、言論闘争への転換を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　明治初期の対外政策について、欧米への対応とアジアに対
する外交政策の違いについて考察する
【学びに向かう力、人間性等】
　欧米文化・思想の導入と近代化政策に対する士族反乱・農
民一揆の発生と、言論闘争への転換を理解しようとする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　明治政府による中央集権化の諸政策と士族反乱の終焉、欧米・アジア諸地域
との国際関係、文明開化の風潮について、諸資料から情報を読み取って理解し
ている。
【思考・判断・表現】
　諸制度の改革が地域社会にもたらした変化や諸外国と結んだ条約の相互比
較、欧米の思想・文化の影響などを多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　明治維新や文明開化の風潮が展開する中で生じた様々な課題や、歴史の展開
における画期についての課題を見出し、主体的に追究しようとしている。

○ ○


